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保
険
料
の
納
め
忘
れ

 

な
ど
を
電
話
で
呼
び

 
か
け
ま
す

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保

険
料
、
介
護
保
険
料
や
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

収
納
率
向
上
と
特
定
健
康

診
査
の
受
診
率
向
上
を
図

る
た
め
、
10
月
か
ら
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
市
か
ら
委
託
を
う

け
た
事
業
者(

株
式
会
社
ア

イ
・
エ
ヌ
・
ジ
ー
・
ド
ッ
ト

コ
ム)

が
電
話
で
、
納
付
案

内
を
し
た
り
、
特
定
健
康
診

査
の
受
診
の
呼
び
か
け
を
行

い
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
者
は
個
人
情

報
の
管
理
を
徹
底
し
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
２

７
０
、
高
齢
介
護
課
☎
０
７

２
・
４
３
３
・
７
０
４
０

新
し
い
保
険
証
を
送
付

　

現
在
交
付
し
て
い
る
国
民

健
康
保
険
者
証(

薄
い
茶
色)

は
11
月
１
日
以
降
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
新
し
い
保
険
証

(

薄
い
緑
色)

を
10
月
末
ま
で

に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し

ま
す
。
届
き
次
第
、
新
し
い

保
険
証
を
使
用
し
、
古
い
保

険
証
は
破
棄
す
る
な
ど
適
正

に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
２

７
０

国
民
健
康
保
険
料
納
期

内
納
付
に
ご
協
力
を

　

被
保
険
者
間
の
負
担
の
公

平
を
図
る
た
め
に
、
保
険
料

を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
に
は
、

通
常
よ
り
短
い
有
効
期
間
の

「
短
期
被
保
険
者
証(

短
期

証)

」
を
交
付
し
ま
す
。

 

短
期
証
の
交
付
後
も
保
険
料
を

納
付
せ
ず
相
談
に
も
応
じ
な
い
場

合
は
、
医
療
機
関
で
10
割
の
診
療

代
金
を
支
払
う
「
被
保
険
者
資
格

証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

そ
の
後
も
な
お
納
付
状
況
が

改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
保
険

給
付
分
の
支
給
を
一
時
差
し
止

め
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

保
険
年
金
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
２
７
０

　

国
民
健
康
保
険
料
の

　

夜
間
相
談
窓
口
を
開
設

　
日
時　

10
月
27
日(

金)

午
後
５

時
30
分
～
８
時

内
容　

国
民
健
康
保
険
の
加

入
・
脱
退
の
届
出
、
国
民
健
康

保
険
料
の
納
付
相
談
な
ど

場
所
・
問
合
せ
先　

保
険
年
金

課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
２

７
０
／
７
２
７
１

　

合
算
対
象
期
間
を

　

ご
存
知
で
す
か

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

に
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
た
期
間
や
免
除
・
猶
予
が
承

認
さ
れ
た
期
間
な
ど
、
合
わ
せ

て
原
則
10
年(

１
２
０
月)

以
上

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
不

足
し
て
い
て
も
、
次
の
期
間
を

合
わ
せ
て
10
年(

１
２
０
月)

以

上
あ
れ
ば
受
給
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
期
間
は
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
昭
和
36
年
４
月
～
61
年
３
月

ま
で
の
間
、
厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
の
加
入
者
の
配
偶
者

で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し

な
か
っ
た
期
間

②
昭
和
36
年
４
月
～
平
成
３
年

３
月
ま
で
の
間
、
学
生
で
国
民

年
金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た

期
間

　

11
月
９
日
～
15
日
に
、
秋

季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
期
間
中
、

防
火
対
象
物
の
立
入
検
査
を

行
う
と
と
も
に
、
消
防
本

部
、
火
災
予
防
協
会
、
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
、
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
、
婦
人
消
防
隊
が
街
頭

防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
す
。
火
災
予
防
運
動
を

契
機
に
、
住
ま
い
の
自
己
防

火
診
断
を
行
い
火
災
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
義
務
付
け
ら
れ
た

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
必
ず

設
置
し
、
古
く
な
っ
た
住
宅
用

火
災
警
報
器
は
10
年
を
目
安
に

取
り
換
え
、
自
分
や
大
切
な
家

族
の
た
め
に
も
火
災
被
害
の
軽

減
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
街
頭
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時　

11
月
14
日(

火)

午
前
10

時
30
分
～

場
所　

イ
オ
ン
貝
塚
店

◆
防
火
図
画
列
車
を
運
行

　

防
火
図
画
の
入
賞
作
品(

特

別
賞
・
特
選)

を
、
水
間
鉄
道

車
内
に
展
示
し
運
行
し
ま
す
。

　

な
お
、
展
示
列
車
は
、
点
検

な
ど
の
た
め
運
行
し
な
い
日
も

あ
り
ま
す
。
運
行
状
況
は
水
間

観
音
駅(

☎
０
７
２
・
４
４

７
・
０
４
６
５)

へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

期
間　

11
月
20
日(

月)

～
12
月

４
日(

月)

Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
説
明
会
・
事
前
登
録

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
イ

「火を消して
　　不安を消して
　　　　つなぐ未来」

問合せ先　消防本部
☎072－422－0119

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
を
利
用
し
、

音
声
で
は
な
く
簡
単
な
画
面
操

作
で
１
１
９
番
通
報
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
操
作

説
明
会
・
事
前
登
録
を
行
い
ま

す
。
登
録
済
み
の
か
た
も
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
21
日(

火)

・
26
日

(

日)

、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

対
象　

聴
覚
や
言
語
機
能
な
ど

に
障
害
が
あ
り
、
音
声
に
よ
る

通
報
が
困
難
な
か
た

申
込　

住
所
・
氏
名
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
番
号
ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド

レ

ス

・

参

加

希

望

日

を

、

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で 

※

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
が
必

要
な
か
た
は
、
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

締
切　

10
月
20
日(

金) 　

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先　

消
防
本
部
FAX
０
７
２
・
４
３

３
・
４
６
０
３
、
メ
ー
ル

shobokeibi@city.kaizuka.
lg.jp

　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の　

使
用
・
廃
棄
方
法
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池(

モ

バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
充
電
式

電
池
な
ど)

の
小
型
充
電
式
電

池
は
、
外
部
か
ら
の
衝
撃
で
へ

こ
む
な
ど
す
る
と
内
部
シ
ョ
ー

ト
が
生
じ
、
発
煙
や
発
火
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
収
集
車
や
岸
和
田
市
貝

塚
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
も
、

誤
っ
た
廃
棄
方
法
に
よ
る
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
家
庭
で
使
用
済
み
の

小
型
充
電
式
電
池
は
、
電
器
店

や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
回

収
協
力
店
に
お
問
合
せ
の
う
え
、

設
置
し
て
い
る
黄
色
い
リ
サ
イ

ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

廃
棄
方
法
の
問
合
せ
先　
廃
棄

物
対
策
課
☎
０
７
２
・
４
３

３
・
７
０
０
９

　漢方薬は、自然の植物などの生薬を複数組み合わせて作られた薬で、
病院でも「医療用漢方製剤」として広く病気の治療のために処方されて
います。今回は、漢方薬の服用方法について注意点をお知らせします。
　薬局で「漢方薬をお湯で溶かして飲んください」と言われることがあ
ると思います。これは、漢方薬が煎じて作られているため、お湯に溶か
して服用することで本来の煎じ薬に近い飲み方となり、効果や吸収が良
くなるためです。また、漢方薬をお湯に溶かすと、その香りで気持ちを
穏やかにする効果もあると言われています。
　ところで、以前に本紙面において、お湯で手軽に飲むために漢方薬の
顆粒を水に入れて電子レンジで温める方法を紹介しました。一方で、最
新の研究では、電子レンジのマイクロ波が漢方薬の成分変化を誘発する
との報告がされましたので、『電子レンジで温めることは、やめておい
た方がよい』と訂正させていただきます。なお、漢方薬の服用方法など
疑問点がありましたら、かかりつけの薬剤師にご相談ください 。
　漢方薬を含め医薬品は、より良い治療のために絶え間なく研究がされ
ています。今後も最新の情報を発信し、皆様の治療の手助けになれるよ
う心がけます。

漢方薬 をどのよう に服用 していますか

問合せ先　貝塚市薬剤師会☎072－433－2222

③
昭
和
36
年
４
月
以
後
の
厚
生

年
金
保
険
の
脱
退
手
当
金(

一

時
金)

を
受
け
た
期
間

④
昭
和
36
年
４
月
以
後
で
20
歳

～
60
歳
ま
で
の
間
、
海
外
に
住

ん
で
い
た
期
間

⑤
日
本
国
籍
や
永
住
許
可
な
ど

を
取
得
し
た
か
た
で
、
昭
和
36

年
４
月
～
56
年
12
月
ま
で
の
間
、

日
本
に
住
ん
で
い
た
期
間

⑥
日
本
国
籍
や
永
住
許
可
な
ど

を
取
得
し
た
か
た
で
、
昭
和
36

年
４
月
以
後
、
20
歳
～
60
歳
ま

で
の
間
、
海
外
に
住
ん
で
い
た

期
間

　

な
お
、
①
～
⑥
を
合
わ
せ
て

も
不
足
す
る
場
合
は
、
申
出
に

よ
り
70
歳
ま
で
納
付
で
き
る
高

齢
任
意
加
入
制
度
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

貝
塚
年
金
事
務
所

☎
０
７
２
・
４
３
１
・
１
１
２
２
、

保
険
年
金
課
☎
０
７
２
・
４
３

３
・
７
２
７
４

　住民税非課税世帯支援給付金(３万円)の受給には期限までに手続
きが必要です。申請がまだのかたはお急ぎください。
対象　令和５年６月１日時点で本市に住民登録があり、世帯員全員
の令和５年度住民税が非課税の世帯主
申請・問合せ先　住民税非課税世帯支援給付金担当(福祉総務課内)
　　　　　　　　☎072－433－7062(平日午前９時～午後５時)

住民税非課税世帯支援給付金の
申請は10月31日（火）[消印有効］まで

広　告


